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認
知
症
（
痴
呆
）
の
方
の
介
護

は
大
変
で
す
。
「
や
っ
て
み
な
い

と
解
ら
な
い
。
」
と
い
っ
て
も
、

言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
家
族
同
士
の
励
ま
し

合
い
、
助
け
合
い
が
大
き
な
力
を

わ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
家

族
の
集
い
の
場
が
あ
れ
ば
と
思
い
、

吾
北
地
区
で
は
平
成
13
年
度
に
「
吾

北
や
す
ら
ぎ
の
会
」
を
、
伊
野
地

区
で
は
平
成
15
年
度
に
「
ひ
ま
わ

り
の
会
」
を
結
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ

２
ヶ
月
に
１
回
程
度
、
家
族
同
士

の
交
流
会
や
研
修
会
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
吾
北
地
区
で

は
年
１
〜
２
回
は
日
ご
ろ
の
介
護

か
ら
開
放
さ
れ
る
機
会
を
作
り
、

仲
間
と
の
交
流
を
深
め
、
心
身
の

元
気
回
復
を
図
る
た
め
に
、
日
帰

り
旅
行
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
、
伊
野
地
区
・
本
川
地
区

に
も
声
を
か
け
、
高
齢
者
を
抱
え

て
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
同

士
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
計
画
。

２
月
４
日
、
お
だ
や
か
な
天
候
に

恵
ま
れ
、
広
島
県
の
縮
景
園
（
梅

園
）
と
宮
島
（
厳
島
神
社
）
を
見

学
し
て
き
ま
し
た
。 

　
残
念
な
が
ら
今
回
は
本
川
地
区

か
ら
の
参
加
は
な
く
、
伊
野
地
区

か
ら
１
名
、
吾
北
地
区
か
ら
12
名
、

計
13
名
（
男
性
７
名
、
女
性
６
名
、

10
名
が
宮
島
は
初
め
て
）
の
参
加

で
し
た
。
日
ご
ろ
の
介
護
の
ご
苦

労
に
加
え
て
片
道
約
６
時
間
の
行

程
で
、
皆
さ
ん
の
体
調
が
心
配
さ

れ
た
の
で
す
が
、
参
加
者
か
ら
は

「
来
て
よ
か
っ
た
」
、「
家
庭
も

仕
事
も
忘
れ
て
い
い
一
日
だ
っ
た
」、

「
人
数
も
多
す
ぎ
ず
和
気
あ
い
あ

い
で
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
」
、
「
み

ん
な
と
来
る
こ
と
で
気
持
ち
が
晴

れ
る
」
、
「
今
度
は
も
う
少
し
早

く
知
ら
せ
て
も
ら
っ
て
他
の
仲
間

も
誘
い
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

『
認
知
症
高
齢
者
を 

　
　
　
か
か
え
る
家
族
の
会
』 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
伊
野
・
ひ
ま
わ
り
の
会
事
務
局
） 

８
９
２
―
１
６
３
５ 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
吾
北 

（
吾
北
や
す
ら
ぎ
の
会
事
務
局
）

８
５
０
―
５
３
８
０ 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
本
川 

８
６
９
―
２
２
８
０ 

い
の
町
合
同
「
家
族
介
護
者
日
帰
り
バ
ス
旅
行
」
記 

「
吾
北
や
す
ら
ぎ
の
会
」
事
務
局 

■農業研修生募集中！ 
　財団法人いの町農業公社では、平成１７年度に研修を開始する農業研修生を募集しています。 

　平成１６年中の２名の修了者は、それぞれ「施設イチゴ養液栽培」と「雨よけホウレンソウ周年栽培及び直販野

菜栽培」の営農類型で、いの町吾北地区に就農しました。イチゴ栽培の山本 亮さん（３４歳）は、１年目の栽培で

「高知県農業会議会長賞」と「いの町長賞」をダブル受賞するという快挙を達成しました。また、ホウレンソウ

栽培の和田臣生さん（２９歳）は、農薬と化学肥料の使用を極力おさえたこだわりの栽培で、１年目で高知市内の

量販店との契約栽培が成立するなど、公社出身の若い新規就農者が地域で頑張っています。 

　研修生募集についてのくわしい内容は、下記までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 
■お山の野菜苗販売中！ 
　いの町農業公社・育苗研修センターでは、４月上旬～５月中旬に植える各種野菜苗を販売しています。道の駅

６３３美の里へのドライブ等にあわせて、ぜひお越しください！ 

◎販 売 場 所：吾北育苗研修センター（吾北総合支所から国道４３９号を土佐町・大豊町方面へ、車で約５分。国
　　　　　　道沿い左手に鉄骨ハウス群が見えてきます。） 

◎主な販売苗：トマト、ミニトマト、ピーマン、ナス、長ナス、キュウリ、オクラ、カボチャ、ほか。価格・鉢
　　　　　　サイズ等、詳しくはお問い合わせください。 

※数に限りがあります。販売は先着順とさせていただきますので、売り切れの際はご容赦ください。 

 

【問い合わせ先】 

◆研修生募集：吾北総合支所産業課　農業公社事務局 　 ８６７－２３１３ 

◆野　菜　苗：いの町農業公社・吾北育苗研修センター 　　 ８６７－２４５５ 

いの町農業公社からのお知らせ 
 
いの町農業公社からのお知らせ 
 

【受付・面接】随時実施      

【研 修 内 容】施設野菜栽培、露地野菜栽培、養液栽培、育苗、農業簿記等 

【研 修 期 間】原則２年間 

【研 修 場 所】吾北育苗研修センター（いの町上八川丙７６０３－１） 

【年　齢　等】おおむね４５歳以下（営農内容によっては４５歳以上でも可） 

 


